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信州上田と横浜開港物語 
 
今からおよそ 150 年前、日本は大きな変革期を迎えました。 
 
それまでの約 220 年間、日本は外国との貿易や交流のできる場所や機会が非常に限られ

ている「鎖国」という状態にありました。外国の商品を自由に買うことができたり、気軽

に海外旅行に行ける現在とは全く違う国だったのです。 
そんな変革期のターニングポイント（転換点）となったのが、「横浜開港」です。横浜と

いう港を外国に向けて大きく開くことで、現在の「経済大国日本」「産業立国日本」につな

がる道がスタートしたと言っていいでしょう。 
 
信州から遠く離れた横浜ですが、「横浜開港」には 2 人の信州人が大きな役割を果たして

います。それが、佐久間象山〔さくましょうざん〕と松平忠固〔まつだいらただかた〕です。 
 
佐久間象山は、松代藩（現在の長野市周辺）の武士。象山が外国への門戸を開く場所を

大都市（江戸、現在の東京）に近い「横浜」にすることを強く主張したことで、現在の日

本を代表する港「横浜港」が生まれました。（それまで、外国の船が利用できる港は、九州

の長崎や北海道の函館など江戸からは不便な場所ばかりでした） 
 
松平忠固は、上田藩（現在の上田市周辺）藩主。この大変革期に老中という幕府（当時

の政府）の重要な役職に就いていました。忠固は、“外国の植民地にされてしまわないため

にも「鎖国」状態をやめ、外国へ門戸を開くべき”と主張し、反対派を押し切って「横浜

開港」を実現させた立役者のひとりです。 
また、忠固は横浜でいち早く外国との貿易を行うように上田藩の商人たち（伊藤林之助〔い

とうりんのすけ〕、町田吉五郎〔まちだきちごろう〕など）に指示し、上州（現在の群馬県）出身の

商人・中居屋重兵衞〔なかいやじゅうべえ〕に貿易を託して、その後、日本から外国へ輸出する

商品の中心となる生糸の貿易を始めました。 
 
中居屋が始めた貿易は大成功を収めます。上州（現在の群馬県）出身の中居屋重兵衞で

すが、この成功の影にもまた、ひとりの信州人の存在があります。それが、中居屋の大番

頭として商売を切り盛りしていた松田玄仲です。彼は、飯沼（現在の上田市生田）の生ま

れで、信州中から生糸を集め、外国から殺到する生糸の注文に応えたのです。 
 

――蚕都上田プロジェクトで編さん中の『蚕都上田ものがたり』から 
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近代の生糸輸送 信州から横浜まで 
 
 明治初期、中山道の碓氷峠をこえた荷物（駄馬による）は、群馬県の宿場町倉賀野から

利根川水運により、利根川、江戸川を経由して東京に到着し、馬車と鉄道で横浜へ到着し

たとみられるが、生糸は湿気を嫌ったため、馬車や荷車等の陸上輸送によったとの指摘も

ある。 
 その後、明治 10 年代に利根川の妻沼から東京まで汽船（内国通運の「通運丸」）が就航

し、大型船による河川輸送が強化されたと思われるがその役割も長くは続かなかったとみ

られる。 
 明治 17 年日本鉄道が上野から前橋まで開通、其翌年には山手線は連結しないものの、赤

羽、品川間が新宿廻りで開通し、群馬以東は、高崎から横浜へ鉄道が連結、鉄道による輸

送が本格的に開始される。 
  
 信越線は、明治 21 年に軽井沢横川間をのぞき、開通。長野方面からの輸送も鉄道が主と

なった。 
 これにさかのぼり、明治 16 年には碓氷峠に新道（七道開鑿第一路線）ができ、長野県内

から群馬県に向かって馬車による輸送が本格化し、碓氷峠に鉄道が開通する明治 26 年まで

続く。  
 つまり、明治 26 年以降は、信越線により、東京を経由し、横浜まで鉄道輸送された。こ

のことは、大正期も大きな変化はない。 
 
 一方長野県の諏訪、伊那谷、松本などの生糸は、当初は山梨県を経由し、富士川舟運に

より静岡県経由で横浜へとの輸送されていた割合が小さくないとみられる。 
 これは、山梨から東京へ通じる甲州街道や青梅街道では、山梨県の道路改修が進み、馬

車通行が出来るようになったものの、東京側が殆ど進まなかったことも影響している。 
 長野県側からは新道（七道開鑿第 7 路線）の改修が進み、山梨県までは馬車の通行がで

きるようになるが、山梨からは舟運の役割が続いたとみられる。 
 
 このような山梨以東の陸上輸送の弱さと、明治２１年に信越線が開通したことが、相ま

って中南信の輸送は信越線に依拠することとなる。すなわち、新道（七道開鑿第２路線、

和田峠）の改修が強く要請され、東信方面への陸上輸送が強化され、上田や大屋へと馬車

輸送が盛んに行われた。 
 この状態は、篠ノ井線が塩尻まで延びていく明治３０年代中盤まで続き、その後明治３

９年に中央線が塩尻まで開通し、松本、伊那、諏訪地方の生糸輸送は完全に中央線による

鉄道輸送に切り替わる。 
 なお、県内の鉄道輸送との関連では、「塩尻・岡谷間」「千曲川左岸から須坂間」の索道

輸送の時期があったことも歴史的な事実である。 
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 中央線の輸送は、諏訪から新宿へ行き、横浜に向かったルートとされる。八王子新宿間

は早い時代から「甲武鉄道」として開通していたため、八王子から横浜を結ぶ、横浜線が

明治末期に開通するが、その生糸輸送の役割は小さかった多くの歴史研究が指摘している。 
 なお、高崎と八王子を結ぶ八高線は、開通時期も大幅に遅く、信州の生糸輸送とは関係

はみられない。 
 
 このような信州から横浜までの輸送ルート全体の実態や変化を詳細に明らかにした研究

は少なく、個別に各地域の輸送方法を論じている場合が多いが次の研究などが参考となる。 
 ・中林真幸（現東京大学 学生時の論文）「製糸業の発達と幹線鉄道」（「明治の産業発展と社

会資本」） 
 ・老川慶喜 「産業革命期の地域交通と輸送」 
 ・西尾敏和「明治初期の鉄道開通による群馬県における物流交通手段の変化について」（土木

史研究 Vol.28 ) 
 このほかにも、群馬県史、山梨県史、鉄道研究などに研究成果がある。 
 

――山浦直人（長野県上田建設務所） 
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明治初期の横浜 
横浜案内絵図 
明治初期 

斎藤兵治氏所蔵 

明治初期の横浜地図。鹿教湯で器械製糸場「旺業社」を創業した斎藤弥惣太が、

明治 10 年頃に購入した地図。「旺業社」は後に横浜の渋澤商店へ生糸を出荷し

た。 
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 佐久間
さ く ま

象山
しょうざん

 
1811（文化８年）～1864（元治元年） 
松代藩士、兵学者・思想家 
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松平忠固
まつだいら ただかた

（旧名：忠
ただ

優
ます

） 
1812（文化 9 年）～1859（安政６年） 
上田藩主（1830～1859）、老中（1848～1855、1857～1858） 
 

【松平忠固・説明１】 

姫路藩主酒井家の生まれで、上田松平家の養子となり、天保元年（1830）上田藩主とな

ります。嘉永元年（1848）～安政２年（1855）、同４年～５年の２度に渡り幕府の老中を勤

めました。 
忠固（忠優）の老中在職中、嘉永６年ペリー来航がありました。以後幕府の方針が定ま

らず混とんとしていたおり、新たに海防掛に加えられ、開国論を主張、また家康以来の幕

権を守ることを第一とし、朝廷に対する幕府の主体性を確保しようとして活躍しました。 
安政５年（1858）の大老井伊直弼による日米修好通商条約の調印も、彼の強い主張によ

り勅許を待たずに行われたものといわれます。また、忠固は産物改会所を設けて上田縞の

改良をはかるなど、領内産物の注意奨励にも意を用いました。 
 

――『上田の幕末・維新』（1983 年、上田市立博物館 p.3）から引用 
 

【松平忠固・説明２】 

天明三年（一七八三）二月忠順〔ただより〕は没し、四月には嫡男忠済〔ただまさ〕が家督を

相続します。忠済には嗣子忠英〔ただつね〕がいたのですが若死してしまい、その弟忠和〔ただ

やす〕も若年だったため、塩崎の分家松平忠徳の弟忠学〔たださと〕を養子に迎えて、文化九年

（一八一二）跡を継がせます。この忠学には藩主就任以前に生まれた子栄之助（左膳）が

いました。ところが、文政十二年（一八二九）に左膳は廃嫡され、姫路藩主酒井忠実〔さか

いただざね〕の二男玉助〔たますけ〕を養嗣子に迎えます。翌十三年忠学は引退し、玉助が忠優〔た

だます〕と改めて藩主に就任します。 
忠優は早くから幕政参与を志し、初めは老中水野忠邦〔みずのただくに〕に近づき、天保五年

（一八三四）奏者番、同九年には寺社奉行加役〔かやく〕（兼任）となりました。しかし天保

の改革をめぐって水野と対立し、同十四年には奏者番と寺社奉行の両役を罷免されます。

水野忠邦が退陣すると弘化元年（一八四四両役に再任され、翌二年には大坂城代、そして

嘉永元年（一八四八）待望の老中に就任し、当時最大の問題とされた外交と将軍継嗣につ

いて積極的に発言し、幕府の権威保持に努めました。安政二年（一八五五）一旦老中をや

めさせられますが、同四年再び老中に返り咲き、名も忠固〔ただかた〕と改めます。日米修好

通商条約の調印については、勅許不要を強調し、幕府の専決をすすめ、調印は安政五年六

月に実施されますが、その直後に老中を罷免され、翌六年九月死去します。 
 

――『上田市誌』（歴史編７『城下町上田』p.23）から引用 
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松平氏系図 

 
――『上田市誌』（歴史編７『城下町上田』p.24）から引用 
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中居屋
な か い や

重兵衛
じ ゅ う べ え

 
1820（文政３年）～1861（文久元年） 
火薬製造、生糸売込商 

 

中居屋重兵衛店跡に立つ説明板（中居屋重兵衛顕彰会が設置） 
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明治初期の横浜の宿屋の広告 
引札 御休泊 津久井屋新三郎 横浜鉄道前本町五丁目 
明治 10 年代 

斎藤兵治氏所蔵 

旺業社の創業者・斎藤弥惣太が横浜で宿泊した宿「津久井屋」の広告。 
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明治初期の新聞「報知新聞」 
明治５年１０月 郵便報知新聞 第２４号 
1872 年(明治 5年)10 月 

斎藤兵治氏所蔵 

明治の初期には新聞を通じて政府の情報が入ってきていた。斎藤弥惣太は新聞を読み、小

県にどのような産業を起こすべきかを考えていた。 
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横浜で発行された週報 
THE NAIGAI SHOJI SHUHO 
1901 年(明治 34 年)7 月 13 日 

斎藤兵治氏所蔵 

「内外商事週報」。英語と日本語で書かれている。当時の横浜の状況を知る手がかりとなる。 
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